
マチイロアプリからも
ご覧いただけます

原村議会の情報は
ホームページからも
ご覧いただけます

	 令和６年度一般会計予算	2
	 中学生議会	�
	 ３月定例会	審議から	 6
	 一般質問	 8
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原
中
学
校
に
て
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
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ペ
ー
ジ
）

議 会
だより

長野県　原村
No.１５7

響
け
、僕
ら
の
音
。



46億1,600万円
令和６年度
一般会計予算

未 来
を
拓 く

2

　
第
１
回
定
例
会
は
、
令
和
６
年
２
月
22
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
27

日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
。
議
会
開
催
の
村
長
挨
拶
で
は
、「
未

来
を
拓
き
幸
福
度
日
本
一
」
の
予
算
編
成
と
し
た
こ
と
、
住
み
や
す

く
す
べ
て
の
住
民
が
明
る
い
未
来
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
村
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
施
策
で
あ
る
と
し
た
。
今
号
で
は
、
注
目
す
る

予
算
と
審
議
、
議
会
提
言
が
予
算
に
反
映
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。

　
は
じ
め
に
、
一
般
会
計
予
算
歳
入
に
つ
い
て
、
村
税
は
、
昨
年
度

決
算
に
基
づ
い
た
予
算
編
成
を
行
っ
た
結
果
、
個
人
村
民
税
、
法
人

村
民
税
、
家
屋
の
新
築
に
よ
る
固
定
資
産
税
増
を
見
込
み
、
昨
年
比

15
・
４
％
増
の
８
億
８
，２
６
０
万
円
、
地
方
交
付
税
は
、
昨
年
比

11
％
増
の
18
億
４
，９
３
０
万
円
と
し
た
。

　
歳
出
は
、
総
合
計
画
に
あ
る
５
つ
の
目
標
に
基
づ
い
て
編
成
さ

れ
、
公
共
交
通
待
合
所
の
整
備
、
原
山
地
区
へ
の
防
災
倉
庫
建
設
に

よ
る
安
心
安
全
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。
令
和
６
年
度
は
、
令
和

３
年
度
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
た
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
が
始

ま
り
、
住
民
と
社
会
が
繋
が
る
仕
組
み
づ
く
り
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
増

設
と
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ら
っ
ぱ
」
に
配
置
す
る

集
落
支
援
員
の
企
画
提
案
を
運
営
に
生
か
す
。
農
業
振
興
で
は
、
セ

ル
リ
ー
の
疫
病
対
策
や
収
入
保
険
の
事
務
費
分
の
補
助
な
ど
を
予
算

化
し
た
。
ま
た
、
令
和
７
年
、
原
村
政
１
５
０
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
村
全
体
で
祝
う
記
念
事
業
を
行
う
。

　
議
会
費
は
、
政
務
活
動
費
と
職
員
１
名
増
の
人
件
費
で
、
５
６
８

万
円
の
増
加
と
し
た
。

　
定
例
会
最
終
日
に
は
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
と
原
村
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
附
帯
決
議
を
付
し
、
村
長
提
出
議

案
28
件
、
委
員
会
提
出
議
案
３
件
を
可
決
、
諮
問
２
件
を
適
任
、
陳

情
２
件
を
採
択
及
び
趣
旨
採
択
と
し
た
。



未 来
を
拓 く 安心・安全な環境づくり

3

　役場庁舎地下１階にある空き部屋・物置部屋の
一部を改装して公共交通の待合所を新設する。子
どもから高齢者までがバスや親の迎えを快適に待
てる場とし、この場所が鉄道駅のない原村の「駅」

　保健休養地への人口増に対応し、新たにもみ
の湯向かい側に防災倉庫を建設する建設設計業
務。樅の木荘ともみの湯は指定避難所でもあ
り、有事の際に既存の防災倉庫から荷物を運ぶ
よりは効率が良い。周辺住民に対する拠点のひ
とつとする。敷地面積908平方メートル、令和
６年度に設計を行い令和７年度完成予定。

公共交通待合所整備	
	 390万円

中央高原防災倉庫建設設計	 397万円

どのような防災倉庫か。
昔の薪置き場のあった場所へ駐車場も含めて整備す
る。敷地面積908平方メートル、令和５年建設した
現存の防災倉庫の2/3位の大きさを想定する。用途
は、避難所設営の為の備品・備蓄品の保管、支援物
資の受け入れなどを想定している。

Q
A

待合所のセキュリティ対策は。

庁内側には入れないよう、庁務員が施錠・管理
する。

Q
A

2019年の台風19号では区の発電機も
使用しましたが、冷凍庫はできるだ
け開けずにしのぎました。現在は、
何かあった時の為になるべく空間が
無いよう物を詰めておくなど工夫し
ています。防災倉庫の場所は交通の
便もいいしヘリコプターも降りるこ
とができ、歩いて行かれる距離なの
で安心感があります。

となることを目指
す。空調・電子レ
ンジ・デスク・自
販機・ポット・畳
部屋など設置し、
開所時間は午前６
時から午後８時ま
でとする予定。

大崎 光さん（ペンション）

　八ヶ岳自然文化園は観光客が集まる観光施設で
あり、指定緊急避難場所である。園内には携帯電
話が繋がりにくい場所があることから避難所、避
難場所の通信環境整備を目的に設置する。設置工
事に116万円、機械器具購入に788万円を見込
み、八ヶ岳自然文化園、屋内外エリアの通信環境
をカバーする。

八ケ岳自然文化園	
Wi-Fi設置	 904万円

建設予定場所

イメージ図



未 来
を
拓 く 子どもたちの笑顔と未来へ

44

　子ども・子育て支援センター「はらっぱ」の運営や、地域
で子育て支援を行う団体や人材の発掘・育成、住民との協
働による子ども・子育て支援の推進等を目的に、集落支援
員１名が配置される。

　令和６年度からの「原っ子
広場」終了に伴い、学童クラ
ブ入所希望者の増加が予想さ
れるため、学童クラブの定員
が、登校日・休業日ともに70
人から95人に拡大され、指導
員も増員となる。増設場所は
小学校体育館南側の「学習室」
を利用する。

〈保護者の声〉
・�先生たちを信頼しているので安心して働ける。
・�外遊びにも先生が付いていてくれるので安心。
・�祖父母も働いていて頼れないので、休業日学童の
開始時間がもう少し早いと助かる。

〈児童の声〉
・�先生たちが優しい。
・�他の学年の子と遊べるのが楽しい。
・�ごろごろできたり、工作やパズルをしたりして楽
しい。

・�おもちゃも多いし、サンタさんも来てくれて嬉し
い！

子ども・子育て支援センター活用	 444万円

学童クラブ運営	 1,903万円

集落支援員は子ども・子育て支援のみが任務なのか。

子ども・子育て支援に特化する。他に商工観光課でも移
住・空き家対策での集落支援員を導入する。
集落支援員の拠点が「はらっぱ」で地域住民と関われる
のか。
「はらっぱ」はあくまで拠点であり、地域に出向いて活
動してもらう。

Q
A
Q

A

　　　待機児童もなく安心して利用できることは働く親にとってあり
がたい。引き続き保育環境の整備が望まれる。休業日学童の開所時間
の繰り上げは、これまでも住民からの要望が聞かれており、村外への
通勤が多い実態を踏まえても、その実現が望まれる。また、原っ子広
場の終了により、学童クラブ利用以外の児童の放課後の居場所につい
ても、引き続き望ましいあり方を考えていかなければならない。

	 学童クラブ利用者の声 	

集落支援員とは
　地域の実情に詳しい人材で、集落対策の推進に関してノ
ウハウ・知見を有した人材が村から委嘱され、村の職員と
連携しながら地域の課題に対応していく。国から１人あた
り350万円の財源手当がある。

点視



未 来
を
拓 く 村のチカラを更に活かす

555

　　　令和７年度には疫病「ファイトフトラ属
菌」に有効な登録農薬が使用できる見込みによ
り、６年度は亜リン酸肥料を使用した対策を進
める。また県の調査で病気の元が育苗段階で発
生することが分かってきたので、農家に指導し
ていくとしている。予防効果など、今後の動向
を注視したい。

　明治８年に８つの新田村が合併し原村が誕生し
た。以後、平成の大合併にも合併することなく独
自の村政を施行し今日に至った。2025年（令和７
年）に村政施行150年を迎えるにあたり住民が皆で
お祝いする機会とすべく、以下の事業を行う。

■記念式典�� �316万円
　�記念講演会、DVDの上映、パンフレット作成等式典
に関わる費用。

■人文字航空写真撮影�� �７万円
　�小学校グランドにて小中学生による航空写真を撮影す
る。

■タイムカプセル�� �15万円
　�村政施行150周年の資料を後世に残す。また児童生徒
が50年後に向けたメッセージで令和の時代を伝える。
■ラッピングポスト�� �26万円
　�村内２か所のポストに村のイメージをデザインして
ラッピング、住民や観光客にPRする。

　村の特産品であるセルリーの生産振興を図
るため、疫病対策に要する経費の一部を補助
し、セルリー栽培農家の負担軽減を図る。対
象資材はセルリー疫病対策として施用する亜
リン酸肥料で、補助率は購入費の25％以内。

原村150周年	
記念事業	 364万円

セルリー疫病対策推進	 250万円

点視

　　　家庭が抱える問題が多様化・複雑化する
中、支援の輪が広がり、生きづらさや困難さを
抱える住民の支援につながることを期待した
い。コロナ禍により縮小した人と人、人と地域
のつながりも強まることを願う。　

　これまでの、子ども・障がい者・高齢者・生活
困窮者といった対象ごとの福祉政策では対応でき
なかった様々なニーズに応えるための体制をつく
る。行政の縦割りで支援できなかった部分を横の
連携により包括的に支援する。これまでの支援
サービス等に変更は生じない。
　事業主体は村で、主な委託先は原村社会福祉協
議会。

重層的支援体制整備	
	 599万円

点視

疫病は育苗段階で発生する
と聞いており、疫病菌をハ
ウス内へ持ち込まないよう
にして、亜リン酸肥料を使
い育苗管理をしています。
今後も、土づくり・畑の排
水対策をさらに進めたいと
思います。

伊藤 幸徳さん（中新田）

亜リン酸肥料の効果は。

殺菌作用はないが、根張りを良くして� �
セルリーの株を強くする。

事業期間は。

令和６年度　単年の補助事業。

亜リン酸肥料は価格が高いが、補助はどの程度か。

村と JA合わせて最大50％の補助を行う。

Q
A

Q
A
Q
A



から議審

〇�賛成、×�反対、△�趣旨採択又は一部採択に賛成、
▽�退席、―�欠席、議長は可否同数時のみ裁決する。

審
議
結
果

芳
澤
清
人

半
田　
裕

平
出
敏
廣

森
山
岩
光

村
田
俊
広

小
松
志
穂

宮
坂
早
苗

百
瀨
嘉
德

佐
宗
利
江

中
村
浩
平

《村長提出》

議案第10号

原村国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×
（動議　附帯決議案）
　議案第10号　�原村国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例に対する附帯決議
　（内容）�県が目指す保険税料統一に向けて被保険者の負

担が過大なものとならないよう、国民健康保険
事業基金の活用を検討すること。� �
提出者　議員　村田俊広

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第15号 原村道路線の廃止及び認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
議案第19号 令和６年度原村一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
《請願・陳情》

陳情第２号

八ヶ岳中央農業実践大学校（大学校）周辺域の景観、環境、
歴史、文化を次世代に繋ぐ施策推進の陳情
提出者　八ヶ岳の美しい環境を継承する会会長　滝田栄

趣旨
採択 △ △ ○ △ ○ ○ ○ △ △ △

（動議　趣旨採択案）
（趣旨説明）茅野・原にまたがるこの法人の敷地は、村
有地ではないので、直接的に村が何かすることは出来
ない。しかしこの場所の景観等は住民の心の拠り所と
なっているため、願意をくみ取り趣旨採択とすること
が最も適切と考える。� 提出者　議員　中村浩平
（採決）反対討論はなかった。趣旨採択賛成者の起立を
求め、採決を行った。

賛否が分かれた議案等	 ３月定例会
　審議結果

八ヶ岳中央農業実践大学校及び周辺域の景観、
環境、歴史、文化を次世代に繋ぐ施策推進の陳情

　大学校及び周辺域の自然景観、環境の保全をするこ
と。近隣自治体及び地元住民と協力して協会への働き
かけ、必要な施策を推進する組織機関の設置について
検討するよう求めるもの。
Q�必要な推進組織とは。
A��住民と行政が一体となり、周辺域をどうするか、
どういう影響が出てくるか、対策会議や話し合い
をする場を設けて欲しいということ。

原案賛成討論 （反対討論なし）
・�八ヶ岳を望む美しい景観は、大学校の広大な敷地
を含まずには考えられない。どうあるべきか考え
る時期にきている。
・�景観や環境の保全に対し行政もでき得る努力をす
べき。また農村更生協会は公益財団法人であり、
一般的な法人とはその責務も異なる。
・�「学校と村が情報を共有し、協力し合いながら農業
体験や自然学習の拠点とし発展を図る」と示して
いる。村が積極的に関わりを持つ事は当然。
趣旨採択�賛成討論

・�環境への思いは完全に同意。ただ、本件は執行
部にやるよう求めるのではなく、我々議会も同
様に考えるべき問題ととらえ、趣旨採択に賛成。
・�八ヶ岳周辺域の自然景観と環境の保全を次世代
に繋げて行くのは共感できるが村に求めている
具体策がなく、執行部としても困る。

原村国民健康保険税条例の一部改正

　長野県が運営主体となり、納付額が示され、税率を
市町村が決める。令和９年度までに県内の保険料水準
を統一し、現在の４方式（所得割・資産割・均等割・平等
割）から３方式（所得割・均等割・平等割）にするための
移行期間、今回は、資産割（3.0％減）等の料率を減らす。
医療費の少ない市町村には、財政支援が実施される。
Q�改定による税収額は。
A��年平均990円の値上げ、全体で43万円程度の増額。
Q�国保の基金は。
A��令和４年度末で１億1,140万円程。基金の目的
は、保険給付費増減に備えるもの。今後、基金か
らの繰入れも検討していく。
反対討論

・�国保財政を考えると、住民として理解しがたい。
さらに高い保険料となる。値上げしない方策を
とるべき。

・�一人当たり、年間で990円の増税になると説明
があったが、住民の手元に残るお金がどんどん
減っている時には決して増税してはならない。
賛成討論

・�県の方針により段階的な保険料率の改定がやむ
を得ない状況。また今回は全世帯の負担増では
ない。今後は基金の活用も検討されるべき。

・�令和９年度県内保険料統一に向けての取組み。固
定資産税に係る資産割は、二重の負担感がある。
改正により、減額、増額、両方いる。

6



３月定例会

令
和
６
年
度 

各
事
務
組
合
予
算

　
市
町
村
単
独
で
は
実
施
が
難
し
い
も
の
や
、
共
同
で
実
施
し
た
ほ
う
が
効
率
的
な
事
業
や
施
設
運
営
を

行
う
組
織
で
す
。
原
村
に
関
係
す
る
も
の
は
左
表
の
5
組
合
が
あ
り
ま
す
。
原
村
議
会
か
ら
も
各
組
合
の

議
会
に
議
員
と
し
て
参
画
し
、
ま
た
、
村
で
は
運
営
に
必
要
な
費
用
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

会計別 予算総額 原村負担金

諏訪広域連合（６市町村）�

一般会計 249,304 16,472

特
別
会
計

救護施設八ヶ岳寮 364,264 0�
介護保険 20,585,796 126,034
諏訪広域消防 2,538,156 149,261
諏訪地域ふるさと振興基金事業 11,120� ー

諏訪南行政事務組合（原村・茅野市・富士見町・諏訪市）

一般会計 87,247 6,452

特別会計 ごみ処理事業 900,286 112,933

南諏衛生施設組合（原村・富士見町）

一般会計 160,704� 51,423�

諏訪中央病院組合（原村・茅野市・諏訪市）

病院事業 11,721,235 74,437

老人保健施設（やすらぎの丘） 434,043 231

看護専門学校 177,700 11,174

介護老人福祉施設（ふれあいの里） 486,081 ー

諏訪広域公立大学事務組合（６市町村）

一般会計 2,014,868 123

一部事務組合予算総額・原村負担金内訳	 単位：千円

附帯
決議

令
和
６
年
度
一
般
会
計	

	

予
算
に
対
す
る
附
帯
決
議

　
議
会
提
言
が
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
2
点
と
指
定
避
難
所
等

に
災
害
時
に
必
要
と
な
る
W
i
-F
i
環
境
整
備
に
つ
い

て
、
予
算
執
行
の
際
、
次
の
事
項
に
留
意
す
る
こ
と
。

１　

�

子
ど
も
食
堂
・
子
ど
も
の
学
習
支
援
等
を
行
う
団
体
へ

の
支
援
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

２　

�

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
調
査
研
究
を

進
め
、
当
村
に
適
し
た
方
法
の
具
体
的
な
検
討
に
入
る

こ
と
。

３　

�

総
務
課
情
報
防
災
係
が
中
心
と
な
り
、
各
課
横
断
的
に

各
指
定
避
難
所
等
に
災
害
時
に
必
要
と
な
る
W
i
-F
i

環
境
整
備
を
行
う
こ
と
。

４　

�

以
上
３
点
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
適
宜
委
員
会
ま
た

は
議
会
へ
説
明
を
行
う
こ
と
。

決議

八
ヶ
岳
を
望
む	

	

美
し
い
景
観
を
次
世
代
に		

	

引
き
継
ぐ
た
め
の
決
議

　
八
ヶ
岳
を
望
む
美
し
い
景
観
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
更
な
る
景
観
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
と
村
全
体
で
自
然
資

源
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
を
す
る
こ
と
。

　

長
野
県
が
行
う
景
観
の
育
成
に
必
要
な
施
策
に
つ
い
て

は
、
積
極
的
に
協
力
し
、
こ
の
八
ヶ
岳
を
含
む
美
し
い
景
観

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
努
力
を
村
を
挙
げ
て
推
進
す

る
こ
と
。

決議と
附帯決議
とは

　決議とは議会の意思を対外的に表明するために行われる議決のことで、法的拘束力
を有しない。附帯決議とは可決された案件に対し、事業を執行する上での要望や留意
事項を述べるために提出されるもの。
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一 般 質 問

芳よ
し
澤ざ
わ 

清き
よ
人と

議
員

１
．令
和
６
年
度
予
算
編
成

２
．�

能
登
半
島
地
震
教
訓

３
．樅
の
木
荘
施
設

４
．村
道
４
６
０
２
号
線

中な
か

村む
ら 

浩こ
う

平へ
い

議
員

１
．ゴ
ミ
有
料
化
あ
り
き
で
動
い
て
い
な
い
か

２
．Ｊ
Ａ
中
新
田
営
業
所
を
購
入
し
て
消
防
団
施
設
等
に
利

用
し
て
は

３
．組
織
は
人
。
人
事
に
問
題
あ
り

４
．原
小
校
庭
は
子
ど
も
達
の
も
の

５
．な
ぜ
公
共
施
設
の
自
動
販
売
機
を
撤
去
さ
せ
た
の
か

平ひ
ら

出い
で 

敏と
し

廣ひ
ろ

議
員

１
．防
災
対
策
に
つ
い
て
の
考
え

２
．令
和
７
年
の
１
５
０
周
年
に
向
け
て

宮み
や
坂さ
か 

早さ

苗な
え

議
員

１
．中
学
校
卒
業
後
の
子
ど
も
応
援
事
業
の
新
設
を
考
え
て
は

２
．「
美
の
基
準
」の
ル
ー
ル
を
考
え
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

住
民
の
意
思
を
ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

３
．再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
、施
設
の
改
修

時
、新
設
な
ど
、タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

導
入
に
向
け
て
、部
局
横
断
的
な
検
討
は
行
わ
れ
た
か

４
．廃
棄
物
減
量
に
つ
い
て
、
分
別
と
発
生
抑
制
な
ど
、
現

状
に
則
し
た
検
討
と
見
直
し
が
必
要
で
は

森も
り
山や
ま 

岩い
わ
光み
つ

議
員

１
．防
災
減
災
対
策

２
．産
業
振
興
対
策
（
雇
用
者
の
確
保
）

３
．「
原
村
児
童
・
生
徒
彫
刻
の
森
」
の
現
状
と
、
将
来
像

小こ

松ま
つ 

志し

穂ほ

議
員

１
．小
学
校
及
び
「
は
ら
っ
ぱ
」
周
辺
道
路
の
安
全
対
策
は

２
．産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
と
利
用
率
向
上
に
対
す
る
考
え
は

３
．暮
ら
し
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

半は
ん

田だ 

　
裕ひ
ろ
し

議
員

１
．地
域
と
共
に
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
を
考
え
た
放

課
後
の
過
ご
し
方
の
支
援
を

２
．や
る
気
や
専
門
性
を
持
っ
た
村
内
の
人
材
を
活
用
で
き

る
集
落
支
援
員
の
導
入
を

３
．住
民（
特
に
子
ど
も
た
ち
）が
自
由
に
活
用
す
る
こ
と
の
で

き
る
自
然
環
境
の
整
備
を
地
域
と
共
に
進
め
る
べ
き
で
は

４
．１
日
で
も
早
い
防
災
・
減
災
対
策
を

村む
ら

田た 

俊と
し

広ひ
ろ

議
員

１
．国
保
税

２
．保
健
休
養
地
管
理
料
の
取
扱
い
の
変
更

３
．補
聴
器
購
入
補
助

４
．有
機
農
法
の
振
興

５
．財
政

６
．防
災

佐さ

宗そ
う 

利り

江え

議
員

１
．登
下
校
時
の
安
全

２
．図
書
館
開
館
日

３
．大
雨
等
の
災
害
復
旧
時
に
お
け
る
改
修

４
．八
ヶ
岳
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

５
．イ
ベ
ン
ト
の
開
催

・
一
般
質
問
は
、
事
前
に
質
問
内
容
を
通
告
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

・
質
問
時
間
は
、
１
人
に
つ
き
質
問
答
弁
を
含
め
60
分
以
内
で
完
了
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
問
一
答
方
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
１
項
目
に
つ
き�

２
回
ま
で
再
質
問
が
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
は
、
Ｈ
Ｐ
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
視
聴
で
き
ま
す
。

３月
定例会

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
村
政
全
般
に
わ
た
り
、
執
行
機
関
で
あ
る

村
に
対
し
て
、
事
務
の
執
行
状
況
及
び
将
来
へ
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て

疑
問
点
を
た
だ
し
、
報
告
、
説
明
を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
３
月
定
例
会
で
は
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
政
課
題
へ
の
提
言
や

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
色
付
き
の
項
目
は
本
誌
面
で
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
他（
黒
字
）項
目
に
つ
い
て
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

議会会議録
検索

ユーチューブ
動画配信
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一 般 質 問

芳澤 清人 議員

問　
樅
の
木
荘
テ
ニ
ス
場

は
利
用
客
も
少
な
く
使
用

さ
れ
て
い
な
い
状
況
、
４

面
中
２
面
は
荒
れ
て
い
る
。

グ
ラ
ン
ド
は
凹
凸
が
あ
り

使
用
が
困
難
で
あ
る
。
テ

ニ
ス
場
、
グ
ラ
ン
ド
を
整

備
し
誘
客
の
手
立
て
を
。

商
工
観
光
課
長　
グ
ラ
ン

ド
は
今
年
度
以
前
よ
り
草

刈
り
が
で
き
て
い
る
。
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
は
荒
れ
て
い

る
面
が
あ
る
、
現
在
の
指

定
管
理
者
に
現
状
復
帰
し

て
も
ら
う
。
利
用
者
の
少

な
さ
が
こ
の
現
状
を
招
い

て
い
る
の
で
次
年
度
か
ら

指
定
管
理
者
と
協
議
し
誘

客
の
手
立
て
を
検
討
す
る
。

問　
樅
の
木
荘
の
施
設
内

に
自
転
車
サ
イ
ク
リ
ン
グ

施
設
を
開
設
し
て
は
。

村
長　
宿
泊
客
や
観
光
客

を
考
え
る
と
自
然
文
化
園
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
見
据
え

る
と
樅
の
木
荘
へ
の
設
置

問　
柏
木
区
内
の
村
道
４

６
０
２
号
線
は
小
早
川
に

沿
っ
て
お
り
狭
い
幅
員
。

民
家
の
北
側
に
あ
る
た
め

冬
季
は
凍
結
し
危
険
で
あ

る
。
護
岸
も
崩
れ
か
か
っ

て
い
る
個
所
も
あ
り
最
優

先
で
改
良
を
。

建
設
水
道
課
長　
小
早
川

は
県
の
砂
防
指
定
の
河
川

で
あ
る
。
護
岸
の
改
修
は

建
設
事
務
所
と
協
議
し
て

進
め
る
。
村
道
の
状
況
か

ら
少
な
く
も
危
険
を
取
り

除
く
施
行
は
し
て
行
き
た
い
。

関
係
地
権
者
か
ら
協
力
い

た
だ
き
区
と
十
分
協
議
し

改
良
に
向
け
進
め
て
い
く
。

樅の木荘	

村道改良

■問
グ
ラ
ン
ド
整
備
で
誘
客
を

■答
指
定
管
理
者
と
協
議
す
る

■問柏木区内村道が狭く危険
■答区と協議し対応したい

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
の
で

展
開
を
検
討
し
た
い
。
サ

イ
ク
リ
ン
グ
事
業
者
だ
け

で
な
く
飲
食
店
や
農
家
を

巻
き
込
ん
だ
展
開
が
重
要
。

村
は
民
間
主
導
の
協
議
会

と
連
携
し
て
応
援
し
た
い
。

中村 浩平 議員

問　
執
行
部
が
定
め
た
ご

み
処
理
基
本
計
画
に
「
家

庭
系
ご
み
の
有
料
化
の
導

入
」
と
書
い
て
あ
る
が
、

一
体
ど
う
い
う
事
か
。
有

料
化
を
決
め
る
の
は
当
村

議
会
の
権
限
で
あ
る
が
。

建
設
水
道
課
長　
国
の
基

本
的
方
針
に
、
一
般
廃
棄

物
処
理
の
有
料
化
の
推
進

を
図
る
べ
き
と
あ
る
か
ら
。

し
か
し
導
入
が
決
ま
っ
て

い
る
訳
で
は
な
い
。

問　
住
民
生
活
と
直
接
関

係
の
無
い
所
に
予
算
が
使

わ
れ
て
い
る
が
、
有
料
化

を
防
止
す
る
策
を
し
っ
か

り
講
じ
て
き
た
の
か
。

住
民
財
務
課
長　
有
料
化

を
防
止
す
る
た
め
に
、
他

の
事
業
の
予
算
を
削
減
す

る
よ
う
な
財
政
的
な
策
は

講
じ
て
い
な
い
。

問　
住
民
全
体
に
関
わ
る

ご
み
処
理
は
、
徴
収
し
た

問　
子
供
達
か
ら
、
冬
も

校
庭
を
通
常
通
り
使
い
た

い
と
の
要
望
が
あ
る
が
、

教
育
委
員
会
に
そ
の
声
は

届
い
て
い
る
か
。
自
然
任

せ
に
す
る
の
で
は
な
く
、

校
庭
へ
の
注
水
を
見
直
す

時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
。

教
育
長　
教
育
委
員
会
に

届
い
て
い
な
い
が
、
そ
う

い
う
要
望
が
あ
れ
ば
、し
っ

か
り
と
向
き
合
っ
て
い
き

た
い
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
58

日
間
注
水
し
て
、
ス
ケ
ー

ト
授
業
が
出
来
た
の
は
４

日
の
み
。
校
庭
を
有
効
に

利
用
で
き
る
方
法
を
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

家庭ごみ

校　庭

■問
ご
み
有
料
化
導
入
と
あ
る
が

■答
決
ま
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い

■問原小校庭は子供達のもの
■答きちんとした形で考える

税
金
で
対
応
す
る
の
が
地

方
自
治
の
本
旨
で
あ
る
が
。

建
設
水
道
課
長　
税
金
の

二
重
取
り
に
は
な
ら
な
い

と
の
見
解
が
あ
り
、
慎
重

に
事
を
進
め
た
い
。
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一 般 質 問

平出 敏廣 議員

問　
未
来
世
代
に
は
、
教

育
と
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
振

興
に
注
力
し
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
夢
を
持
ち
、
そ

の
夢
を
追
い
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
、
創
造

性
を
育
む
環
境
を
提
供
し
、

心
か
ら
応
援
す
る
こ
と
が

私
た
ち
の
責
務
だ
と
感
じ

て
い
る
。
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
村
づ
く
り
の
実
現

に
励
ん
で
参
り
ま
す
。
と

村
長
の
挨
拶
の
中
に
あ
る
。

村
民
憲
章
に
は
子
ど
も
の

こ
と
が
載
っ
て
い
な
い
と

の
意
見
が
聞
か
れ
る
。
令

和
７
年
の
村
政
１
５
０
周

年
を
機
会
に
見
直
し
を
。

総
務
課
長　

 

村
民
憲
章

は
昭
和
51
年
３
月
に
策
定

さ
れ
た
原
村
振
興
計
画
の

中
で
、
初
め
て
村
民
像
と

し
て
明
示
さ
れ
た
。　
質

問
の
と
お
り
、
子
ど
も
に

関
す
る
文
言
と
い
う
も
の

は
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

村
民
憲
章
の
見
直
し
に
つ

問　
原
村
防
災
会
議
条
例

は
、
防
災
対
策
上
の
組
織

を
決
め
た
も
の
で
あ
る
。

住
民
に
向
け
た
具
体
的
行

動
が
入
っ
た
防
災
・
減
災

条
例
が
必
要
と
考
え
る
。

村
長　
最
近
の
共
通
認
識

と
し
ま
し
て
、
災
害
時
に

お
け
る
初
期
行
動
と
し
て
、

住
民
が
自
ら
行
動
す
る
自

助
、
自
主
防
災
組
織
な
ど

の
近
隣
住
民
に
よ
る
共
助

が
非
常
に
有
効
だ
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
起

こ
り
得
る
災
害
に
備
え
、

ま
た
住
民
の
防
災
意
識
向

上
の
た
め
、
条
例
制
定
に

向
け
た
検
討
を
進
め
た
い
。

村民憲章

防災対策

■問
子
ど
も
の
こ
と
村
民
憲
章
へ

■答
今
の
段
階
で
は
変
更
難
し
い

■問住民向け防災・減災条例を
■答条例制定に向け検討進める

い
て
検
討
を
し
ま
し
た
が
、

50
年
近
く
住
民
の
規
範
と

し
て
き
て
い
る
こ
と
や
、

各
資
料
へ
の
掲
載
や
役
場

前
の
村
民
憲
章
の
石
碑
な

ど
の
こ
と
が
あ
り
現
段
階

で
は
変
更
は
出
来
な
い
と

判
断
し
て
い
る
。

宮坂 早苗 議員 美の基準

問　
県
は
子
ど
も
医
療
費

通
院
分
の
助
成
を
中
学
校

卒
業
ま
で
拡
大
し
、
余
裕

が
生
じ
る
財
源
を
市
町
村

の
子
ど
も
施
策
に
活
用
し

て
欲
し
い
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
財
源
を
、
応
援
が

不
足
し
て
い
る
中
学
校
卒

業
後
の
子
ど
も
応
援
事
業
、

中
学
校
卒
業
祝
金
制
度
の

新
設
に
活
用
し
て
は
。

村
長　
県
の
拡
大
に
よ
り
、

１
０
０
０
万
円
の
財
源
が

生
じ
る
。
総
合
的
に
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、

子
育
て
・
教
育
分
野
に
は
、

今
後
も
注
力
し
て
行
き
た

い
と
考
え
る
た
め
、
検
討

を
重
ね
て
い
く
。

問　
２
つ
目
の
応
援
と
し

て
、
県
内
12
の
市
町
が
取

組
み
を
進
め
る
高
校
通
学

費
補
助
を
新
設
し
て
は
。

村
長　
公
共
交
通
片
道
運

賃
２
０
０
円
と
し
た
。
負

担
軽
減
に
な
っ
て
い
る
。

問　
真
鶴
町「
美
の
基
準
」

は
、
敷
地
を
丁
寧
に
読
み

込
む
対
話
型
協
議
。
長
期

的
に
見
れ
ば
空
間
的
な
景

観
美
だ
け
で
な
く
、
景
観

を
大
切
に
す
る
人
づ
く
り
、

文
化
づ
く
り
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
し
て
い
る
。

　
条
例
、
総
合
計
画
な
ど

に
視
点
を
取
り
入
れ
て
は
。

村
長　
土
地
に
あ
っ
た
景

観
を
守
る
た
め
に
、
住
民

の
皆
さ
ん
が
様
々
な
形
で

貢
献
さ
れ
て
い
る
状
況
は

参
考
に
な
っ
た
。

　
大
切
に
し
た
い
景
観
を

守
る
こ
と
に
つ
い
て
、
意

見
を
交
わ
し
て
い
き
た
い
。

子ども

■問
子
ど
も
応
援
事
業
新
設
を

■答
子
育
て
分
野
に
注
力
す
る

■問景観に美の基準を
■答意見を交わしていく

問　
３
つ
目
の
応
援
と
し

て
、
子
ど
も
の
資
格
取
得

や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
人
づ

く
り
補
助
金
の
新
設
を
。

村
長　

利
用
す
る
方
に

と
っ
て
は
、
魅
力
が
あ
る
。

慎
重
に
考
え
て
い
く
。
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一 般 質 問

小松 志穂 議員 安全対策

問　
産
後
ケ
ア
事
業
の
実

績
や
傾
向
、
課
題
は
。

保
健
福
祉
課
長　
宿
泊
・

通
所
型
は
増
加
傾
向
。
相

談
型
は
１
回
以
上
の
利
用

が
62
・
５
％
。
上
限
３
回

全
利
用
は
27
・
１
％
で
そ

の
半
数
は
産
後
３
ヵ
月
以

内
の
早
期
利
用
と
な
っ
て

い
る
。
利
用
率
向
上
の
た

め
の
周
知
と
継
続
支
援
の

強
化
が
課
題
。

問　
国
の
実
施
要
綱
が
改

正
さ
れ
、
対
象
者
は
「
産

後
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

者
」
に
な
る
な
ど
拡
充
さ

れ
た
が
、
村
の
対
応
は
。

保
健
福
祉
課
長　
村
で
も

４
月
か
ら
要
綱
を
改
正
し
、

回
数
券
を
１
枚
２
千
円
か

ら
千
円
と
使
い
や
す
く
し
、

上
限
も
６
千
円
か
ら
１
万

２
千
円
に
拡
充
す
る
。

問　
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問　
は
ら
っ
ぱ
前
交
差
点

へ
の
横
断
歩
道
設
置
に
向

け
た
村
の
対
応
と
進
捗
は
。

副
村
長　
公
安
委
員
会
で

横
断
歩
道
の
位
置
が
示
さ

れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
待

避
所
確
保
の
た
め
に
隣
地

の
地
権
者
に
土
地
の
提
供

を
お
願
い
し
て
お
り
、
前

向
き
に
話
が
進
ん
で
い
る
。

問　
原
っ
子
広
場
終
了
で

道
路
横
断
の
見
守
り
も
な

く
な
る
が
、
横
断
歩
道
設

置
ま
で
ど
う
対
応
す
る
か
。

教
育
長　
職
員
が
顔
を
出

す
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

産後ケア

■問
産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
を

■答
村
で
も
４
月
よ
り
拡
充
す
る

■問はらっぱ前の横断歩道は
■答設置へ前向きに進んでいる

に
は
産
後
ケ
ア
の
情
報
が

載
っ
て
い
な
い
。
分
か
り

や
す
い
周
知
を
。

保
健
福
祉
課
長　
周
知
の

仕
方
を
工
夫
し
、
保
健
師

等
に
よ
る
伴
走
型
支
援
も

強
化
し
て
案
内
し
て
い
く
。

森山 岩光 議員

問　
能
登
半
島
地
震
を
教

訓
に
各
自
治
体
が
、
上
下

水
道
の
耐
震
化
な
ど
を
見

直
し
て
い
る
が
村
の
現
状

は
。

建
設
水
道
課
長　
年
間
約

１
㎞
耐
震
化
を
進
め
ら
れ

る
と
し
て
上
水
道
が
あ
と

２
０
０
年
、
下
水
道
が
72

年
か
か
る
。
企
業
会
計
上
、

経
営
を
圧
迫
し
な
い
計
画

で
進
め
る
。

問　
村
で
は
地
区
公
民
館

９
施
設
を
避
難
所
に
指
定

し
て
い
る
。
被
災
時
、
電

源
確
保
は
必
要
不
可
欠
だ
、

避
難
所
へ
太
陽
光
発
電
を

設
置
し
有
事
に
備
え
て
は
。

生
涯
学
習
課
長　
設
置
に

よ
り
被
災
時
に
は
安
定
し

た
電
力
供
給
源
と
な
り
、

避
難
所
の
機
能
が
充
実
さ

れ
、
地
域
住
民
の
安
全
・

安
心
に
繋
が
る
。
地
域
の

皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行

い
な
が
ら
方
策
を
出
せ
れ

問　
大
手
企
業
が
大
幅
な

賃
金
ア
ッ
プ
を
発
表
し
て

お
り
村
内
中
小
企
業
、
小

規
模
事
業
者
の
雇
用
環
境

は
今
ま
で
以
上
に
深
刻
化

す
る
。
新
た
な
支
援
策
の

創
設
を
。

商
工
観
光
課
長　
現
時
点

で
村
独
自
の
賃
金
ア
ッ
プ

支
援
策
は
検
討
し
て
い
な

い
。
国
の
助
成
金
の
上
乗

せ
と
し
て
、
県
中
小
企
業

賃
上
げ
・
生
産
性
向
上
サ

ポ
ー
ト
補
助
金
が
あ
る
。

商
工
会
と
情
報
共
有
し
案

内
し
た
い
。

防災減災

雇用確保

■問
太
陽
光
発
電
設
置
の
考
え

■答
先
ず
は
区
で
検
討
を

■問雇用者確保の支援策
■答県の補助金で支援

ば
と
考
え
る
。

総
務
課
長　

費
用
対
効

果
・
地
域
特
性
な
ど
課
題

も
多
い
。
ま
ず
先
に
各
区

で
検
討
を
。
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一 般 質 問

半田 裕 議員 教　育

問　
子
ど
も
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
は
、
村
の
状
況

を
把
握
し
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
描
い
て
事
業
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
や
る
気
や
専
門
性
を

持
っ
た
村
内
の
人
材
を
活

用
で
き
る
集
落
支
援
員
の

導
入
を
。

こ
ど
も
課
長　
保
護
者
、

地
域
と
の
連
携
を
踏
ま
え

て
子
ど
も
の
居
場
所
全
体

を
視
野
に
進
め
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
集
落
支
援
員

を
導
入
す
る
。

問　
教
育
分
野
以
外
に
も

有
効
な
制
度
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
分
野
で
の
活
用

を
検
討
し
て
い
る
か
。

商
工
観
光
課
長　
当
課
に

て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
連
携
し
、
移
住
・
定
住

支
援
と
空
き
家
活
用
を
目

的
に
２
名
導
入
す
る
。

問　
自
由
に
活
用
で
き
る

自
然
環
境
や
公
園
が
少
な

い
。
今
後
の
あ
や
め
園
の

整
備
計
画
は
。
ま
た
、
活

用
に
つ
い
て
を
地
域
と
共

に
考
え
て
は
。

生
涯
学
習
課
長　
信
州
や

ま
ほ
い
く
の
事
業
と
し
て

立
ち
木
伐
採
と
川
へ
の
階

段
の
手
す
り
整
備
を
行
う
。

教
育
長　
ま
ず
、
小
中
の

児
童
生
徒
に
投
げ
か
け
、

ど
の
よ
う
な
管
理
運
営
が

望
ま
し
い
の
か
子
ど
も
目

線
で
も
考
え
て
も
ら
う
。

そ
の
上
で
村
と
し
て
の
方

向
性
を
出
し
て
い
く
。

村づくり

■問
村
づ
く
り
に
集
落
支
援
員
を

■答
令
和
６
年
度
中
に
導
入

■問自由に遊べる自然環境を
■答子ども達とともに考える

問　
地
区
の
選
定
は
ど
の

よ
う
に
決
め
て
い
く
の
か
。

商
工
観
光
課
長　
モ
デ
ル

地
区
と
し
て
２
地
区
を
予

定
。
選
定
に
つ
い
て
は
、

正
副
区
長
懇
談
会
で
事
業

の
説
明
を
し
、
募
集
す
る
。

問　
国
へ
の
意
見
要
望
の

意
志
決
定
の
過
程
は

総
務
課
長　
国
へ
の
意
見

書
の
提
出
は
全
国
的
連
合

組
織
に
よ
る
意
見
書
の
提

出
に
よ
る
。
課
の
意
見
を

と
り
ま
と
め
た
後
、
町
村

会
に
提
出
、
町
村
会
の
総

会
で
決
定
し
た
も
の
を
国

に
提
出
と
い
う
流
れ
。

問　
意
見
表
明
は
可
能
と

受
け
止
め
た
。
自
治
体
の

財
政
が
厳
し
い
中
、
防
衛

費
が
拡
大
し
て
い
る
。
辺

野
古
の
新
基
地
建
設
は
、

沖
縄
県
民
の
数
度
に
わ
た

る
反
対
の
意
思
表
明
に
関

わ
ら
ず
、
政
府
の
代
執
行

と
い
う
、
地
方
自
治
を
蹂

躙
す
る
形
で
進
ん
で
い
る
。

ま
た
軟
弱
地
盤
の
埋
め
立

て
で
、
10
年
た
っ
て
も
完

成
す
る
か
わ
か
ら
な
い
よ

う
な
事
業
に
国
家
予
算
が

投
入
さ
れ
て
い
る
。
中
止

を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い

問　
被
災
者
の
ご
苦
労
に

応
え
る
た
め
に
、
防
災
・

減
災
に
向
け
て
の
備
え
が

重
要
。
本
村
の
住
宅
の
耐

震
化
率
は
。

建
設
水
道
課
長　
耐
震
化

率
は
直
近
で
73
％
。

問　
住
宅
が
堅
牢
な
ら
ば

避
難
所
の
負
担
軽
減
に
つ

な
が
る
。
耐
震
化
の
推
進

を
広
報
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
は
。

建
設
水
道
課
長　
納
税
通

知
書
と
あ
わ
せ
て
、
耐
震

改
修
お
勧
め
の
チ
ラ
シ
を

同
封
し
て
い
る
。

財政問題

防災問題

■問
辺
野
古
埋
立
て
は
自
治
蹂
躙

■答
村
政
へ
の
影
響
は
不
明
確

■問防災・減災への備えが重要
■答住宅の耐震化率は73％

か
。

総
務
課
長　
国
の
予
算
に

お
け
る
防
衛
医
日
の
増
額

は
国
策
で
あ
り
、
村
政
へ

の
影
響
は
明
確
に
把
握
で

き
な
い
の
で
、
意
思
表
示

は
考
え
て
い
な
い
。

村田 俊広 議員
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一 般 質 問

佐宗 利江 議員 学校安全

問　
諏
訪
圏
の
六
市
町
村

の
中
で
祝
日
開
館
を
し
て

い
な
い
の
は
原
村
だ
け
だ
。

以
前
か
ら
の
要
望
に
加
え
、

先
日
行
わ
れ
た
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
も
祝
日
の
開

館
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が

村
の
考
え
は
。

教
育
長　
来
年
度
、
祝
日

を
四
日
間
試
験
的
に
開
館

し
、
利
用
状
況
の
調
査
を

す
る
。
事
前
に
十
分
周
知

を
し
、
利
用
者
の
意
見
も

伺
い
た
い
。
図
書
館
協
議

会
で
は
規
模
も
小
さ
く
現

状
の
ま
ま
で
も
い
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
意
見
も

出
て
い
る
。

問　
協
議
会
で
は
要
望
は

理
解
し
て
い
る
が
必
要
な

い
と
い
う
こ
と
か
。
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
自
治

体
の
責
務
で
は
な
い
の
か
。

教
育
長　
あ
ま
り
休
日
に

利
用
し
た
こ
と
が
無
く
実

問　
冬
場
、
中
学
校
南
側

の
駐
車
場
か
ら
の
道
路
の

横
断
方
法
が
曖
昧
で
非
常

に
危
険
だ
。

子
ど
も
課
長　
既
存
の
横

断
歩
道
を
利
用
す
る
。
路

肩
の
幅
は
な
い
が
、
中
学

生
と
車
に
も
気
を
付
け
て

も
ら
う
。

問　
駐
車
場
出
入
口
か
ら

横
断
し
、
向
か
い
側
の
歩

道
へ
渡
っ
て
し
ま
う
。
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
ン
等
安
全
性

の
確
保
が
必
要
で
は
。

子
ど
も
課
長　
状
況
を
見

な
が
ら
出
来
る
事
は
や
る
。

図書館

■問
祭
日
の
開
館
が
必
要
で
は

■答
現
状
で
は
精
い
っ
ぱ
い

■問中学校前の横断歩道移設
■答塩カル、雪かきで対応

態
が
わ
か
ら
な
い
。
今
の

段
階
で
や
る
こ
と
が
出
来

る
の
は
こ
こ
ま
で
が
精

い
っ
ぱ
い
だ
と
思
っ
て
い

る
。
協
議
会
も
含
め
見
直

さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

こ
ろ
は
見
直
し
て
い
く
こ

と
は
大
事
だ
。

議会の提言が反映されました

　令和５年11月次年度予算編成にあたり、村政の課題である５項目について
村長に提言を行いました。令和６年度予算に反映された内容を紹介します。

その後
どうなった？

子どもの学び・暮らしを支える環境整備
◦小中学校の給食費の負担軽減
➡予算364万円

（ �特別栽培米購入による給食費補助、��小学校１食25円・中学校１食35円の補助）
村道・駐車場の安全確保

◦村道上の木障切り
➡予算240万円
（100万円増額�村道上の支障木伐採）

◦庁舎駐車場の改善
➡予算33万円
（改善に向けた庁舎駐車場用地測量・鑑定）

多様化するニーズに対応した子育て支援
◦保育園の入所在園要件の見直し
➡育休退園の廃止

（�保護者が下の子を出産する際に育児休業をとると、上の子が退園をしなくてはいけなくなる状
況、判断は各自治体に委ねられている����）

◦	村外の病児保育を利用した際の利用料の補助
➡予算10万円
（�食費・シーツ代等を除いた施設利用料の総額）

議会事務局の体制整備
◦事務局職員の増員
➡１名増員（ �２名の職員が、監査、選挙管理

員会を兼務している現状の改善）
議会はこれからも住民の皆さんの声を聞き、村政に反映されるよう提言を行っていきます。

13
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中
学
生
も
考
え
る

中
学
生
議
会
開
催

　原中学校の総合的な学習の時間「原村
学」の集大成として、３年生がよりよい
村を目指した提案や質問を行う「中学生
議会」が１月17日に議場で開かれました。
生徒は「アウトドア」「移住」「平和」「PR」�

代表者が提案や質問を行い、村議がこれに答える
形で進行。コロナ禍で中止や代替行事にした年を経て、
４年ぶりの開催となりました。

将来帰ってきたときに集まれる場所を
アウトドア講座　〈質問者〉�百瀨�公裕�議員　松成�優太�議員

問 アウトドアブームの昨今、私たちはキャンプ場に足を運んだり、
自分たちで着火からたき火をしたり体験的な活動を行ってきた。

いつか大人になって原村に帰ってきたときに、集まろうといえる場所が
欲しいという願いをもったため提案させていただきたい。合わせて村内
にそういった土地があるか、跡地利用できる施設があるか教えていただ
きたい。

答［半田�裕　中村�浩平］
「原っこの森」は小学校での環境学習や保育園での活動などすで

に村が子どもたちの自然体験活動のために活用をしているので比較的容
易に活用が可能と考える。村民の森の活用も考えられるが、こちらは単
発の利用ではなく原村学として今後も継続して整備、活用をしていくと
いうことであれば交渉の余地はありそう。
　村内にいくつか民間のキャンプ施設があり、中学生が一緒になって整
備や活用をするのであれば相談に乗ると言ってくれている施設もある。

原村のよさをイベントでアピールしたい
移住講座　〈質問者〉�清水�芹菜�議員

問 原村に移住した人や保護者へのアンケートで「原村は交通の便
が悪いことが課題だ」ということが分かったが、バスが増えな

かったり駅が無かったりするのは人口が少ないからではないかと考え
た。そこで、原村に移住する人を増やすために、調査やアンケートで分
かった原村の良いところをアピールするイベントを開催することを提案
したい。

答［芳澤�清人　宮坂�早苗］
「現在村では多くの場所で移住定住関係、日本で最も美しい村関

係の PRを行い、原村の魅力を伝えている。これらイベントで中学生の
企画を提案・参加していただくことは可能だろう。一緒に企画をつく
り、多くの人に関心を持ってもらえたらいい。
　村内には、原村をよく知る年配者や移住してこられた先輩、土地建物
に詳しい方など「田舎暮らし案内人」が20名ほどいらっしゃる。この方々
と中学生の皆さんが合同でイベントを開催するのも効果が期待できるの
では。

「ワイン」それぞれの講座で学んできた内容から

写真提供：長野日報社
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原村から戦争反対や平和を発信してほしい
平和講座　〈質問者〉�澁澤�一蕗�議員　菊池�直弥�議員

問 中学では、朗読劇を中心に平和
に関する学習を行ってきた。実

際に広島や東京に出向いてみたが、現地
に足を運ぶ必要性を強く感じた。中学生
が広島で平和学習を行えるように補助を
してほしい。村からも、原村にある慰霊
碑を整備したり、広く知らせたりしてほ
しい。そして、村としても、戦争反対や
平和を願う取り組みを発信してほしい。

答［村田�俊広　百瀨�嘉德］
広島での平和学習は議会で提案しており、教育長は意

義を感じながらも、人数や人選の課題、平和教育以外の体験学
習の課題等、学校の実情を調べて必要性を判断するとのこと。
　「非核平和宣言の村」看板が八ッ手地区に設置されてお
り、各地区に建っている忠魂碑を見て回るのも参考になると
思う。原村戦没者追悼式が毎年開かれているが、戦後77年が
経ち、参加する遺族も高齢化が目立って減少していると聞く。
中学生が参加してみることを検討してもよいかもしれない。

観光客に便利な交通機関の整備を
PR 講座　〈質問者〉�伊藤�彩�議員

問 原村を PR するために、原村の飲
食店を取材してきた中で、素敵

なお店が多数ある一方、お店の情報が見
つけにくいと感じた。SNS での発信な
ど、村としての PR 活動は、どのような
ことを行っているのか教えていただきた
い。また、実際にお店を巡ってみて、少
し交通の不便さを感じたため、観光客に
とっても利用しやすい交通機関の整備を
お願いしたい。

答［平出�敏廣　小松�志穂］
Instagramには観光案内と地域おこし協力隊のアカウ

ントがある。令和４年に更新した観光ホームページでは村内
の店舗情報などが確認できる。観光案内の Instagram はこ
のホームページにリンクしている。
　村内循環バス「セロリン号」は１月で終了になり、２月か
らはAI オンデマンド交通「のらざあ」が運行開始になる。
仮想バス停が増えることで、これまで行かれなかった場所に
も足を運んでもらえる。ただし事前登録・予約が必要なの
で、観光客の方にも広く知ってもらう必要がある。

八ヶ岳西麓ワインイベントを開催しては
ワイン講座　〈質問者〉�時田�源也�議員

問 八ヶ岳西麓ワインバレーを多く
の人に知ってもらうために、茅

野市、富士見町と共催でワインイベント
を開催してはどうか。私たちも原中ワイ
ンを多くの人に知ってもらい、応援して
もらいたいので、多くの人に知ってもら
える場ができたらいいと思う。イベント
が開催できたら、スタッフとして運営の
お手伝いをしたい。

答［森山�岩光　佐宗�利江］
八ヶ岳西麓ワインバレーが認定された際に試飲会が開

催されたが、今後一般向けにもこのような機会があれば、村
のワイン普及にとって大きな意義があり、働きかけていきたい。
村だけではなく、民間の団体でもそうしたイベントを企画す
ることは十分可能で、中学生も共に企画実行をしていけたら
いいのではないかと考える。原中ワインのチラシ作り、香り
比べをして感想を聞く、ワインで作ったお菓子や料理を提供
し感想を聞くなど、中学生の皆さんの活躍も期待できる。

勝野 陽翔 議長 加納 慶一郎 議長

　一中学生として私は村の
色々な疑問を知ることができ
ました。けれどなくなった訳
ではないから、機会があれば
もっと聞きたいです。議長と
しては、学校とは違う場所で
すごく重要な役を体験するこ
とができました。

　中学生議会で僕は普段体験
できない貴重な経験ができま
した。僕は議長として会の進
行を行いました。周りは偉い
人で、とても緊張しました。
ですが、もう一生体験できな
いかもしれないのでとてもよ
かったです。

議 長 の 感 想
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０
２
４
年
、
今
年
こ
そ
は
災
害
の
な
い
平
穏
な
年
で
あ
り

た
い
と
願
っ
て
い
た
矢
先
の
能
登
半
島
地
震
。
新
年
早
々
、
大

変
な
災
害
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
と
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
原
村
も
７
年
前
、
台
風
に
よ
る
倒
木
で
長
期
間
の
停
電
、
昨

年
６
月
の
豪
雨
で
は
下
水
道
管
の
破
損
な
ど
被
害
が
多
発
し
た
。

今
後
も
災
害
の
激
甚
化・
頻
発
化
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

地
震
予
兆
で
は
、「
首
都
直
下・
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
の
発
生
も

想
定
さ
れ
て
い
る
」
と
の
報
道
も
よ
く
耳
に
す
る
が
、
ど
こ
か

で「
自
分
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
思
い
込
ん
で
、
危
険
を
過
小

評
価
し
て
し
ま
う
…
。

　
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
来
る
。こ
れ
ま
で
以
上
に
し
っ

か
り
備
え
る
事
の
重
要
さ
を
改
め
て
感
じ
る
。
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松﨑 望乃さん（２年）

 小松 志穂 議員 佐宗 利江 議員

佐
宗
　
部
活
動
の
様
子
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

菊
池
さ
ん
　
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
2

年
生
が
4
人
、
1
年
生
が
10
人
く
ら
い
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

中
野
さ
ん
　
吹
奏
楽
部
は
13
人
で
す
。
大
会
で

は
大
編
成
と
小
編
成
と
い
う
区
分
け
が
あ
る
の

で
す
が
、
小
編
成
の
中
で
も
か
な
り
小
さ
な
編

成
に
な
り
ま
す
。

松
﨑
さ
ん
　
陸
上
部
も
も
っ
と
部
員
が
ほ
し
い

で
す
。
部
員
は
そ
れ
ぞ
れ
何
か
の
競
技
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
リ
レ
ー
や
駅
伝
競
技
に
は

人
数
が
足
り
な
く
て
出
ら
れ
ま
せ
ん
。

小
松
　
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
な
ど
中
学
の
部
活
以
外

で
活
動
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど
う
思
い
ま

す
か
？

松
﨑
さ
ん
　
諏
訪
郡
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
合

同
練
習
を
す
る
機
会
が
あ
る
の
で
す
が
、
人
数

も
多
い
し
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
も
き
ち
ん
と
で
き

て
い
て
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
種
目
に

取
り
組
む
他
校
の
人
た
ち
と
も
知
り
合
い
、
仲

間
や
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
励
み
に
な
り
ま
す
。

菊
池
さ
ん
　
人
数
が
多
い
方
が
や
り
や
す
い
で

す
し
、
良
い
と
思
い
ま
す
。
部
活
の
人
数
で
は

交
代
枠
が
足
り
な
か
っ
た
り
す
る
の
で
。

小
松
　
制
服
に
つ
い
て
ど
ん
な
風
に
感
じ
て
い

ま
す
か
。

菊
池
さ
ん
　
ジ
ャ
ー
ジ
で
過
ご
し
て
い
る
時
間

が
多
い
の
で
、
制
服
は
な
い
方
が
楽
で
す
ね
。

中
野
さ
ん
　
吹
奏
楽
の
大
会
は
み
な
制
服
で
出

ま
す
。
他
校
の
ス
テ
ー
ジ
で
お
し
ゃ
れ
な
デ
ザ

イ
ン
の
制
服
は
目
に
留
ま
り
ま
す
。

佐
宗
　
大
人
に
な
っ
て
外
か
ら
見
た
と
き
、
ど

ん
な
村
だ
っ
た
ら
帰
っ
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

中
野
さ
ん
　
今
の
ま
ま
で
あ
っ
て
く
れ
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。
上
の
方
へ
行
け
ば
自
然
が
豊

富
で
、
道
路
も
舗
装
さ
れ
て
い
な
く
て
土
に
触

れ
ら
れ
る
。
生
活
圏
と
自
然
が
融
合
し
た
感
じ

が
好
き
で
す
。

菊
池
さ
ん
　
今
の
原
村
に
は
施
設
が
少
な
い
と

思
う
の
で
、
も
っ
と
飲
食
店
な
ど
が
あ
っ
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
。

松
﨑
さ
ん
　
自
然
を
生
か
し
な
が
ら
、
お
し
ゃ

れ
な
村
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
例
え
ば
軽
井
沢
み

た
い
に
な
っ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

制
服
も
、村
も
、お
し
ゃ
れ
に
な
っ
た
ら
い
い
な
。

菊池 泰さん（２年）

中野 連太朗さん（２年）

議員が訪ねてお話を伺いました

て
せ
か
き


